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Abstract
In order to evaluate the emulsilication performance in an O/ヽアヽHlixture by means of the
so―caned shear pump,、、アe study the size distributions of the oil particles in the■lixtur  ttrith
respect to the Operating tilne duration  lt is found that the shear pump is capable of
emulsincatiOn in an O/W Hixture at the usually operating condition
r【ゼyttortrsi shear pump,O/郡r emulsion,Performance curve,Probability density function,
WVeibull distribution
1.緒 言
乳化技術は,食品をはじめ,医薬品,香粧品,
潤滑剤および塗料など幅広い工業分野で利用さ
れている。特に,食品製造分野では食品の品質
の向上や製造工程の改善に深く関わる重要な技
術となっているり。たとえば,全く同一組成の
乳化食品においても,エマルジョン特J陛が変化
すれば, こく・風味などの食感は著しく異なる。
乳化機械・機器には,流体中の高せん断力を
利用するものが多いが,その中でも,シャーポ
ンプは比較的高濃度溶液の輸送とエマルジョン
生成を同時に実現することができ, この種の工
業界においては多用されている。しかしながら,
食感と粒度分布との相関性はもとより,シャー
ポンプでいかにして要求される粒度分布を持つ
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エマルジョンを生成するかは,均一組成の混合
物の安定保持とともに工業的に重要な課題 と
なっている。この種の保類の解決には,まず,
シャーポンプにより生成される粒度分布の経時
変化を検討する必要がある。
一般に,乳化・分散用装置は攪拌機,コロイ
ドミル,ホモジナイザー,および超音波乳化機
に大別されるが,一種の高圧ポンプであるホモ
ジナイザーは高せん断力とキャビテーシヨンに
よる衝撃力の発生という流体力学的作用を乳化
に積極的に利用する り｀。しかし,分散・乳化作
用は羽根付近にのみ集中し,その周辺において
はブレンディング,調合により比較的大きな粒
子径分布となる。また,ホモジナイザーのよう
な高圧状態ではなくとも,ジェットホモジナイ
ザーと呼ばれるコロイドミルは,円錐状のロー
ター・ステーターにそれぞれ凹凸清を設け,大
きなせん断力の発生とキャビテーシヨン作用を
可能にしている。
シャーポンプは大量の混合液の輸送というポ
ンプ本来の役割を持つとともに,円盤表面上に
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